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表紙

インドネシ7,7グン火山とバツｰルカルデラ:インド

ネシアは東西4,000kmにわたって火山の連なる火山国

である.過去400年間の世界の火山災害による死亡者の

およそ半数(約15万人)をこの国が占めることからも,

インドネシアの火山活動の激しさの一端を思い知らされ

る.写真は西側から見たバリ島のアグン火山(写真の遠

景,海抜3,014㎜)とバツｰルカルデラ(近景,海抜

2,152m)である.アグン火山1964年の噴火では,火砕

流で約700人の死者を出している.バツｰルカルデラの

後カルデラ丘からは,今世紀に8回の玄武岩質溶岩が

流出している.(写真と文:自尾元理)
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